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平成28年（2016年）

待機児童の解消に向けて保育園・子ども園の整備を推進

（写真／定員を拡大する「大木戸子ども園」）

歌舞伎町地区のまちづくりを推進（イメージ／

3月中旬に整備が完了する「シネシティ広場」）

区民意識調査の結果3 面

5 面

8 面

東日本大震災から5年
首都直下地震への備えを

3月は自殺対策強化月間

区
政
に
対
す
る
基
本
姿
勢

　
わ
が
国
の
景
気
動
向
を
見
る
と
、
雇
用
・

所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
中
で
、
経
済
政

策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
緩
や
か
な
回
復
に

向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
新

興
国
等
の
経
済
の
減
速
に
よ
り
、
景
気
が

下
押
し
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
金
融
資

本
市
場
の
変
動
の
影
響
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
年
明
け
以
降
の
日
経
平

均
株
価
は
連
日
大
幅
な
乱
高
下
を
続
け
、

日
銀
は
、
わ
が
国
初
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
を

導
入
す
る
な
ど
、
そ
の
金
融
政
策
が
景
気

動
向
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か

に
つ
い
て
は
、
注
視
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

区
政
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
が
不

透
明
な
中
、
私
は
、
持
続
的
に
発
展
し
続
け

る
新
し
い
新
宿
の
ま
ち
を
全
力
で
創
造
す

る
た
め
に
、「
現
場
・
現
実
を
重
視
し
た
柔

軟
か
つ
総
合
性
の
高
い
区
政
」「
将
来
を
見

据
え
た
政
策
の
優
先
順
位
を
明
確
に
し
た

区
政
」
の
２
点
を
基
本
に
、
区
政
の
課
題
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
成

28年
度
の

区
政
運
営
の
基
本
認
識

　
本
年
は
、
平
成

28年
度
か
ら

29年
度
の

２
年
間
を
期
間
と
す
る
第
三
次
実
行
計
画

が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
す
。
第
三
次
実
行

計
画
は
、
現
在
の
総
合
計
画
の
総
仕
上
げ

で
あ
る
と
と
も
に
、
平
成

30年
度
か
ら
始

ま
る
新
た
な
総
合
計
画
へ
の
橋
渡
し
と
な

る
も
の
で
す
。

第
三
次
実
行
計
画
で
は
、
現
在
の
総
合

計
画
の
着
実
な
推
進
に
向
け
て
、
重
点
的

に
取
り
組
む
施
策
を
５
つ
の
基
本
政
策
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

Ⅰ
暮
ら
し
や
す
さ

1番
の
新
宿

　
区
民
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
こ
と
は
、
地
域
に
最
も
身
近
な
自
治

体
で
あ
る
区
に
と
っ
て
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
や
認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
診

断
、
待
機
児
童
解
消
や
子
ど
も
の
貧
困
対

策
な
ど
、
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
の
方

を
は
じ
め
、
区
民
一
人
一
人
が
尊
重
さ
れ
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
担
い
な
が
ら
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
心
豊

か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

Ⅱ
新
宿
の
高
度
防
災
都
市
化
と

　
安
全
安
心
の
強
化

　
首
都
直
下
地
震
発
生
の
切
迫
性
が
高
ま

る
中
、
高
度
な
防
災
機
能
を
備
え
た
「
新
宿

の
高
度
防
災
都
市
化
」
に
取
り
組
む
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

こ
の
た
め
、
建
築
物
の
耐
震
化
の
推
進

や
、
不
燃
化
に
よ
る
木
造
住
宅
密
集
地
域

の
解
消
、
道
路
の
無
電
柱
化
な
ど
に
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
繁
華
街
の
客
引
き
行
為
へ
の
対

策
の
強
化
や
空
家
対
策
な
ど
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
を
実
現
し
ま
す
。

Ⅲ
賑
わ
い
都
市
・
新
宿
の
創
造

　
新
宿
区
は
、
商
業
・
業
務
・
文
化
・
居
住
機

能
な
ど
が
集
積
す
る
多
様
性
に
富
ん
だ
ま

ち
で
す
。
こ
う
し
た
都
市
機
能
や
都
市
環

境
を
活
か
し
、
持
続
的
に
発
展
す
る
新
宿

を
創
造
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
魅
力
的
で
歩
い
て
楽
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
そ
の
開
催
後
も
見
据
え
、
文
化
・

観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
、
都
市
基
盤
整
備
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
商
店
街
や
産
業
振
興
な
ど
の
施

策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
国
際
観
光
都
市
・

新
宿
と
し
て
の
魅
力
と
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
、誰
も
が
愛
着
と
誇
り
の
持
て
る
、
や
す
ら

ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

Ⅳ
健
全
な
区
財
政
の
確
立

　
暮
ら
し
や
す
さ
１
番
の
新
宿
、
新
宿
の

高
度
防
災
都
市
化
と
安
全
安
心
の
強
化
、

賑
わ
い
都
市
・
新
宿
の
創
造
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
健
全
な
区
財
政
を
維
持
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
新
た
な
行
政
評
価
の
仕
組

み
を
確
立
し
、
よ
り
適
切
な
施
策
・
事
業
の

進
行
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
し
、今
後
の
区

有
施
設
の
あ
り
方
や
役
割
を
見
直
す
な
ど

区
有
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

Ⅴ
好
感
度

1番
の
区
役
所

　
地
域
に
最
も
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
窓
口
の
好
感
度
を
高
め
る
こ
と
は
、
区

民
視
点
で
、
区
役
所
の
仕
事
を
改
善
す
る
た

め
の
出
発
点
で
す
。

こ
の
た
め
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、

区
民
視
点
で
考
え
る
職
員
の
育
成
、
新
宿
自

治
創
造
研
究
所
の
研
究
成
果
を
活
か
し
た

政
策
形
成
能
力
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

区
政
運
営
体
制
の
強
化

　
こ
れ
ら
の
基
本
政
策
の
も
と
、
第
三
次
実

行
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
平

成

30年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
総
合
計
画

の
策
定
に
向
け
て
、
区
政
運
営
体
制
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
年
４
月
に
は
、
副
区
長
を

２
人
制
と
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
地
域
振

興
部
と
文
化
観
光
産
業
部
を
設
置
す
る
な

ど
、
区
政
課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す

る
た
め
の
組
織
改
正
を
行
い
ま
す
。

持
続
的
に
発
展
し
続
け
る

新
宿
の
実
現
に
向
け
て

　
区
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
見
通

し
の
良
い
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
景
気
の

先
行
き
に
つ
い
て
も
、慎
重
に
見
極
め
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
現
場
・
現
実
に
向
き
合
い
、
区
民
と

の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
将
来
を
見
据

え
、
区
政
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
次
の
世

代
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
、
持

続
的
に
発
展
し
続
け
る
新
し
い
新
宿
の
ま

ち
を
目
指
す
こ
と
が
使
命
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
新
宿
力
」
で
創
造
す
る
、
や
す
ら
ぎ
と
に

ぎ
わ
い
の
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

　
平
成

28年
第

1回
区
議
会
定
例
会
は

2月

19日
に
開
会
し
、平
成

28年
度
当
初
予
算

案
な
ど
の
各
種
議
案
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

　
開
会
に
当
た
り
吉
住
健
一
区
長
は
、
区
政
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
所
信
を
表
明
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
要
旨
は
、
新
宿
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課（
本
庁
舎

3階
）（

5

2

7

3）

3

5

0
2・

（

5
2

7
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5

5

0
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。

　
平
成

28年
度
に
取
り
組
む
主
な

事
業
を
、

2面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

28年度課税から 軽自動車
税の税率が変わります

所信を表明する吉住区長（2月19日）

平成28年度 区政の基本方針を表明

次次のの世世代代がが夢夢とと希希望望をを

持持っってて生生活活ででききるる

新新ししいい新新宿宿ののままちちをを目目指指ししてて

特別区税 4月1日から
新たな猶予の制度が開始



世代を超えて、国籍を超えて、

歌いつぐ、語りつぐ

平和への願い
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44444 月月月月月 ののののの 保保保保保 健健健健健 だだだだだ よよよよよ りりりりり土曜日夜間や日曜日・祝日に急病になったら
　
「
新
宿
力
」
で
創
造
す
る
、や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
主
な
事
業
を
、
新
宿
区
第
三
次
実
行
計
画
に

掲
げ
る

5つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
（
１
面
か
ら
続
く
）。

平
成

28年
度
に
取
り
組
む
主
な
事
業

魅
力
あ
る
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
支
援

（
写
真
／
東
京
商
店
街
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

た
「
神
楽
坂
ま
つ
り
」
）

地域の中で高齢者を支える取り組みを推進（写真／新宿いき
いき体操サポーターによる新宿いきいき体操）

客引き行為等防止対策を強化（写真／客引き撲滅に向け
た覚書を区内4警察署・不動産業界・地域団体と締結）

基
本
政
策
Ⅰ

暮
ら
し
や
す
さ

1番
の
新
宿

▼
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
環
境
の
整
備

（
健
康
づ
く
り
区
民
意
識
調
査
の
実
施
）

▼
生
活
習
慣
病
の
予
防


糖
尿
病
対
策


が
ん
対
策
の
推
進
（
受
診
勧
奨
の
実

施
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
の
送
付
）

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
支
援

▼
女
性
の
健
康
支
援

▼
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
し
く
み
づ
く
り


高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
機
能

の
充
実


在
宅
医
療
・
介
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築


地
域
の
中
で
高
齢
者
を
支
え
る
担
い

手
の
育
成
と
発
掘

▼
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備


地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
（
小

　
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
・
認
知
症

　
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
開
設

　
（
西
落
合
）
）


特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
（
富

　
久
町
）

▼
介
護
人
材
確
保
・
育
成
支
援

▼
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

　
の
実
施

▼
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
体
制
の
充
実


認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設

　
置
等

　

地
域
版
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
等

▼
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
体
制
の
構
築

▼
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

▼
重
症
心
身
障
害
児
等
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト

サ
ー
ビ
ス
の
実
施

▼
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

▼
保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
（
早
稲
田
南

　
町
保
育
園
分
園（
開
設
）、大
木
戸
子
ど
も

　
園
（
定
員
拡
大
）
、
ポ
ピ
ン
ズ
ナ
ー
サ
リ

　
ー
ス
ク
ー
ル
市
ヶ
谷（
定
員
拡
大
）、ほ
っ

ぺ
る
ラ
ン
ド
神
楽
坂
（
定
員
拡
大
）
等
）

▼
保
育
人
材
確
保
・
育
成
支
援

▼
多
子
世
帯
・
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
保
育

　
料
負
担
軽
減

▼
放
課
後
の
居
場
所
の
充
実
（
放
課
後
子

ど
も
ひ
ろ
ば
の
機
能
拡
充

20か
所
）

▼
地
域
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実


小
学
校
低
学
年
へ
の
学
習
支
援


子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
拡
充
等

▼
発
達
に
心
配
の
あ
る
幼
児
期
の
子
ど
も

　
へ
の
支
援
の
充
実
（
障
害
幼
児
一
時
保

　
育
の
利
用
可
能
日
数
の
拡
大
等
）

▼
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
（
保
健
師
に
よ

　
る
相
談
と
継
続
的
支
援
）

▼
平
日
夜
間
小
児
診
療
体
制
の
充
実
（
国

　
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
内
へ

の
「
（
仮
称
）
し
ん
じ
ゅ
く
平
日
夜
間
こ

ど
も
診
療
室
」
の
開
設
）

▼
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
向
上
支
援
の
充
実

▼
子
ど
も
未
来
基
金
の
創
設
（
子
ど
も
育

　
成
支
援
活
動
へ
の
助
成
）

▼
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生

徒
へ
の
支
援


特
別
支
援
教
室
の
全
小
学
校
へ
の
設

　
置
、
専
門
家
に
よ
る
巡
回
相
談
等

　

日
本
語
サ
ポ
ー
ト
指
導
（
外
国
籍
等

　
の
中
学

3年
生
へ
の
進
学
支
援
）

▼
区
独
自
の
学
力
調
査
の
実
施

▼
学
校
安
全
対
策
（
小
学
校
通
学
路
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
）

▼
幼
児
教
育
等
の
推
進（
３
年
保
育
の
実
施

（
津
久
戸
・
早
稲
田
・
余
丁
町
幼
稚
園
）
、

預
か
り
保
育
の
実
施
（
鶴
巻
・
花
園
幼
稚

　
園
）
等
）

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
と
し
た
教
育
の
推
進


伝
統
文
化
理
解
教
育
の
推
進


障
害
者
理
解
教
育
の
推
進


ス
ポ
ー
ツ
ギ
ネ
ス
新
宿
の
推
進
（
小

　
学
校
に
加
え
、
中
学
校
全
校
で
実
施
）


英
語
キ
ャ
ン
プ
の
実
施

▼
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
の
推
進
（
生

活
支
援
相
談
窓
口
の
運
営
、
高
校
進
学
・

定
着
を
目
的
と
し
た
学
習
支
援
の
拡
充
）

▼
男
女
共
同
参
画
の
推
進
（
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
意
識
実
態
調
査
の
実
施
）

▼
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と

　
生
活
の
調
和
）
の
推
進

▼
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

　
の
検
討

▼
障
害
者
・
高
齢
者
・
若
年
非
就
業
者
等
に

対
す
る
総
合
的
な
就
労
支
援

▼
町
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
等
の
支
援

　基
本
政
策
Ⅱ

新
宿
の
高
度
防
災
都
市
化
と

安
全
安
心
の
強
化

▼
建
築
物
等
の
耐
震
性
強
化

　

木
造
建
築
物
の
耐
震
改
修
工
事
助
成

　
対
象
者
の
拡
充


特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
の

建
替
え
促
進

▼
木
造
住
宅
密
集
地
域
の
防
災
性
強
化

　

新
た
な
防
火
規
制
に
よ
る
不
燃
化
の

促
進（
赤
城
地
区
、牛
込
台
西
北
地
区
）


木
造
住
宅
密
集
地
域
に
お
け
る
不
燃

　
化
建
替
え
促
進
（
建
て
替
え
等
助
成
）


防
災
街
区
整
備
事
業
（
西
新
宿
五
丁

　
目
北
地
区
）

▼
道
路
の
無
電
柱
化
整
備
（
聖
母
坂
通
り
、

甲
州
街
道
脇
南
側
区
道
）

▼
細
街
路
の
拡
幅
整
備

▼
多
世
代
へ
の
防
災
思
想
の
普
及
啓
発

▼
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
対
策
の
充
実

▼
女
性
の
視
点
を
踏
ま
え
た
配
慮
を
要
す

る
方
へ
の
避
難
所
運
営
体
制
の
充
実

▼
福
祉
避
難
所
の
充
実
と
体
制
強
化
（
民

間
事
業
者
と
の
協
定
締
結
等
）

▼
外
国
語
版
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
災
害
情
報
発
信

▼
客
引
き
行
為
等
防
止
対
策
の
強
化
（
客

　
引
き
行
為
等
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
）

▼
空
家
等
の
実
態
調
査

基
本
政
策

Ⅲ

賑
わ
い
都
市
・
新
宿
の
創
造

▼
新
宿
駅
周
辺
地
区
の
整
備
推
進


駅
直
近
地
区
ま
ち
づ
く
り
整
備
方
針

　
策
定

　

新
宿
通
り
モ
ー
ル
化
に
向
け
た
影
響

　
調
査
等

　

東
西
自
由
通
路
の
整
備
推
進

▼
中
井
駅
周
辺
の
整
備
推
進

▼
歌
舞
伎
町
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

（
シ
ネ
シ
テ
ィ
広
場
で
の
オ
ー
プ
ン
カ

　
フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
）

▼
歌
舞
伎
町
街
並
み
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ

　
イ
ン
に
基
づ
く
新
宿
東
宝
ビ
ル
東
側
道

　
路
の
整
備
推
進

▼
観
光
バ
ス
の
駐
車
場
の
確
保

▼
地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
（
津
久
戸
町
周
辺
地
区
、
高
田
馬
場

駅
周
辺
地
区
、
信
濃
町
駅
周
辺
地
区
等
）

▼
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

▼
新
宿
フ
リ
ー

W
i―

F
iの

整
備
等
（
公

　
衆
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
新
設
（
高
田

　
馬
場
駅
周
辺
、
新
大
久
保
駅
・
大
久
保
駅

　
周
辺
）
）

▼
人
と
く
ら
し
の
道
づ
く
り（
下
落
合
地
区
）

▼
道
路
の
節
電
対
策（
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ

D化
）

▼
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
道
づ
く
り
（
高
田
馬

　
場
駅
周
辺
地
区
（
さ
か
え
通
り
）
、
信
濃

　
町
駅
周
辺
地
区
）

▼
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備（
神
宮
球
場
前
、

は
ご
ろ
も
児
童
遊
園
エ
リ
ア
、早
大
通
り
）

▼
自
転
車
等
の
適
正
利
用
の
推
進


自
転
車
等
に
関
す
る
現
況
調
査


シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
導
入
の
検
討

　

駐
輪
場
等
の
整
備
（
中
井
駅
、
西
早
稲

　
田
駅
ほ
か
）

▼
新
宿
ら
し
い
み
ど
り
づ
く
り


緑
化
の
推
進
や
花
の
名
所
づ
く
り


保
護
樹
木
の
健
全
度
調
査

▼
新
宿
中
央
公
園
の
魅
力
的
で
賑
わ
い
の

あ
る
公
園
づ
く
り

▼
み
ん
な
で
考
え
る
身
近
な
公
園
の
整
備

（

�ケ
谷
公
園
改
修
工
事
）

▼
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

▼
資
源
回
収
の
推
進
（
蛍
光
灯
等
水
銀
使

　
用
製
品
の
回
収
・
処
理
）

▼
観
光
と
一
体
と
な
っ
た
産
業
振
興
の
推

進
（
（
仮
称
）
産
業
と
観
光
展
の
開
催
、
産

　
業
実
態
調
査
等
）

▼
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
商
店
街
支

援
（
イ
ベ
ン
ト
事
業
へ
の
支
援
等
）

▼
（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
の
整
備

▼
伊
那
市
と
の
友
好
都
市
提
携

10周
年
事

　
業
等

▼
文
化
の
創
造
と
発
信
（
新
宿
フ
ィ
ー
ル

　
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
新
宿
ク
リ
エ
イ
タ

ー
ズ
・
フ
ェ
ス
タ
）

▼
新
宿
駅
東
南
口
観
光
案
内
所
・
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

▼
四
谷
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
に

お
け
る
文
化
国
際
交
流
拠
点
機
能
等
の

整
備
推
進

▼
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
（
図
書
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
化
、
四
谷
図
書
館
の
休
館

　
日
変
更
）

▼
下
落
合
図
書
館
の
整
備

▼
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備


ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

　
ッ
ク
開
催
に
向
け
た
気
運
醸
成
）


戸
山
公
園
箱
根
山
地
区
多
目
的
運
動

　
広
場
の
整
備
検
討

▼
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

▼
平
和
啓
発
事
業
の
推
進
（
平
和
都
市
宣

　
言

30周
年
記
念
事
業
等
）

基
本
政
策
Ⅳ

健
全
な
区
財
政
の
確
立

▼
新
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み

▼
行
政
評
価
制
度
の
新
た
な
し
く
み
の
検
討

▼
区
有
施
設
の
あ
り
方
の
検
討
（
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
）

▼
中
央
図
書
館
跡
地
で
の
地
域
図
書
館
や

　
工
事
・
公
園
事
務
所
の
開
設
、民
設
民
営
に

よ
る
介
護
保
険
施
設
と
保
育
所
の
整
備

▼
薬
王
寺
児
童
館
等
合
築
施
設
の
整
備（
バ

　
リ
ア
フ
リ
ー
等
改
修
工
事
、私
立
認
可
保

　
育
所
の
整
備
、こ
と
ぶ
き
館
の
機
能
転
換
）

基
本
政
策
Ⅴ

好
感
度

1番
の
区
役
所

▼
区
民
の
視
点
で
考
え
、
区
民
と
協
働
し
、

職
場
や
仕
事
を
改
善
す
る
職
員
の
育
成

▼
新
宿
自
治
創
造
研
究
所
の
研
究
成
果
を

生
か
し
た
政
策
形
成
能
力
の
向
上

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
社
会
保
障
・
税
番

　
号
制
度
）
の
円
滑
な
運
営

▼
特
別
区
の
あ
り
方
の
見
直
し
と
自
治

権

　
の
拡
充
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区民意識調査の

結果をお知らせします

区民意識調査の

結果をお知らせします

　過去3年で上位5項目

に変化はないものの、26

年度と比べ「子育て支

援」（20.4％）が0.3ポイ

ント増え、「震災・水害対

策」（20.2％）が4.9ポイ

ント減ったため、順位が

入れ替わりました。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
優
待
券
を
配
布

【
利
用
期
間
】

4月

30日

ま
で

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

【
優
待
施
設
】
▼
小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
サ
ザ
ン
タ
ワ
ー
、
▼
ハ
イ

ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京

【
優
待
内
容
】
利
用
金
額
の

1割
引
き

（
料
金
は
利
用
当
日
レ
ス
ト
ラ
ン
で

支
払
い
）

【
申
込
み
】
区
内
在
住
・
在
勤
が
分
か

る
も
の
（
健
康
保
険
証
、
名
刺
な
ど
）

を
お
持
ち
の
上
、
ぱ
る
新
宿
（
新
宿

7―

3―

29、
新
宿
こ
こ
・
か
ら
広
場

し
ご
と
棟
）

（

3
2
0
8）

2
3
1

1へ
。
各
施
設

1名
に
付
き

2枚
ま

で
。

講
演
会
「
防
災
の
集
い
」


東
日
本
大
震
災
か
ら

5年

【
日
時
】

3月

13日

午
前

10時
～
午

後

4時

【
内
容
】
被
災
地
か
ら
学
ぶ
地
域
防
災

【
会
場
・
申
込
み
】
当
日
直
接
、
戸
山
シ

ニ
ア
活
動
館
（
戸
山

2―

27―

2）


（

3
2
0
4）

2
4
2
2へ

。

笥
地
区
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

【
日
時
】

3月

19日

午
前

10時
～
午

後

3時

【
会
場
】
牛
込

笥
地
域
セ
ン
タ
ー
・

牛
込

笥
区
民
ホ
ー
ル
（

笥
町

15）

【
主
催
・
問
合
せ
】

笥
町
管
内
町
会

連
合
会
事
務
局
（

笥
町
特
別
出
張

所
内
）

（

3
2
6
0）

1
9
1
1

へ
。

44..33％％

以前から言葉も
考え方も知って
いる

言葉を聞いたこ
とはあるが、考え
方は知らない

言葉も考え方も
よくわからない

無回答

　ユニバーサルデザインとは「年齢･性別･国籍･個人の能力等に関わらず、

多くの人が利用できるよう快適な環境を作り上げること」です。

　今回、「ユニバーサルデザイン」という言葉を知っているかを伺いました。

「以前から言葉も考え方も知っている」が38.5％と最も多く、26年度と比較し

ても4.6ポイント増えました。「言葉も考え方もよくわからない」は31.2％で、

26年度と比べ5.0ポイント減りました。

　区では、区の重要課題に対する区民の皆さんの意識や要望を、今後の区政

運営に反映させるため、毎年「区民意識調査」を実施しています。27年度の

調査は、住民基本台帳から無作為に抽出した18歳以上の2,500名を対象に、

昨年9月に郵送で実施し、1,351名から回答をいただきました。ご協力あり

がとうございました。

　27年度は、毎年調査している「生活における心配事」「区政への要望」など

のほか、「区有施設のあり方」「ユニバーサルデザイン」について伺いました。

今回は、調査結果の概要をお知らせします。

　調査報告書は広聴担当課・区政情報センター（本庁舎1階）・区立図書館で

閲覧できるほか、新宿区ホームページでご覧いただけます。また、要約版を広

聴担当課・区政情報センター・特別出張所で配布しています。

【問合せ】広聴担当課広聴係（本庁舎3階）（5273）4065・（5272）5500へ。

27年度の
テーマは

回答者数 1,351名

ユニバーサルデザイン

★

区有施設のあり方

★

3388..55％％ 2266..00％％ 3311..22％％

　全国各地で高度経済成長期に建設された施設やインフラ（道路・橋・水道などの社会

基盤）の老朽化問題を背景に、今後の区有施設のあり方の方向性を各設問ごとに伺い

ました。「積極的に実施すべき」と「どちらかといえば実施すべき」を合わせた『実施す

べき（推進）』で最も多いのは「新たな行政需要には既存施設を補強し活用することで

対応する」（85.4％）で、次いで「利用頻度の低い施設を廃止する」（82.1％）です。「どち

らかといえば実施すべきではない」と「実施すべきではない」を合わせた『実施すべき

ではない（反対）』で最も多いのは「他の行政サービスを削減してでも、現在の施設を維

持する」（71.9％）で、次いで「施設のサービス水準の引き下げ（開館日数の削減など）に

より、現在の施設を維持する」（61.8％）です。

積極的に実施すべき

どちらかといえば実施すべき

利用頻度の低い施設を廃止する

さまざまな施設を1か所にまと
めるなど、施設機能の集約化を
行う

新たな行政需要には既存施設を
補強し活用することで対応する

同様の機能を持つ施設の統廃
合を進める

施設の運営を区民や地域団体
に移管する

施設そのものを民間に移譲し
たり、民間施設が提供するサー
ビスを利用する

施設使用料の引き上げなどで
区の歳入を増やし、現在の施設
を維持する

他の行政サービスを削減して
でも、現在の施設を維持する

施設のサービス水準の引き下
げ（開館日数の削減など）によ
り、現在の施設を維持する

27年度（1,351名）

回答者数

3333..99％％ 2255..66％％ 3366..22％％26年度（1,309名）

ユニバーサルデザインの考え方を広める

ために重要なこと

0 10 20 30 40 50（％）

33..66％％講演会やセミナーの開催

その他 55..88%%

著名人を招いたシンポジウム
の開催

33..11％％

啓発グッズを使った促進 55..00％％

さまざまな人との交流の場や
機会の設置

1122..66％％

先進的取組の情報収集・紹介 1155..99％％

広報紙やホームページなどに
よるPR

3355..22％％

学校教育・社会教育の充実 3355..55％％

わかりやすいパンフレット類
の作成、配布

4444..66％％

　ユニバーサルデザインの考え方を広めるために重要なことを伺ったとこ

ろ、「わかりやすいパンフレット類の作成、配布」が44.6％で最も高く、「学校

教育・社会教育の充実」が35.5％、「広報紙やホームページなどによるPR」が

35.2％と続いています。

（複数回答）

回答者数 1,351名

毎年実施している調査項目から

区政への要望

推進（82.1％）、反対（13.1％）

3399..55％％ 4422..66％％ 99..88％％

44..99％％33..33％％

推進（85.4％）、反対（7.9％）

3388..99％％ 4466..55％％

66..11％％ 66..77％％11..88％％

推進（63.7％）、反対（30.2％）

2288..99％％ 3344..88％％ 2222..11％％

66..11％％88..11％％

推進（75.2％）、反対（18.6％）

3388..66％％ 3366..66％％ 1133..99％％

66..11％％44..77％％

推進（68.6％）、反対（24.8％）

2277..55％％ 4411..11％％ 1166..77％％

66..77％％88..11％％

推進（61.3％）、反対（31.9％）

2200..11％％ 4411..22％％ 2233..88％％

66..99％％88..11％％

区有施設のあり方の方向性 ユニバーサルデザインという言葉の認知度

推進（34.7％）、反対（59.5％）

99..22％％

2255..55％％ 4400..55％％

55..88％％

1199..00％％

推進（31.6％）、反対（61.8％）

66..77％％

2244..99％％ 3388..22％％

66..66％％

2233..66％％

推進（20.5％）、反対（71.9％）

44..77％％

1155..88％％ 4444..66％％

77..66％％

2277..33％％

推進{
どちらかといえば実施すべきではない

実施すべきではない

無回答

反対

上位5項目・複数回答（回答者数1,351名）

1位 高齢者福祉の充実 38.1％（36.8％）

2位 防犯・地域安全対策 30.3％（28.8％）

3位
子育て支援
（少子化対策）

20.4％（20.1％）

4位 震災・水害対策 20.2％（25.1％）

5位 低所得者への支援 13.0％（12.5％）

（　）は26年度の割合

①講座・催し名

②〒・住所

③氏名（ふりがな）

④電話番号

（往復はがきには、

返信用にも住所・

氏名）

講座・

催し等の

申し込み

※あて先は各記事の

申し込み先へ。

※費用の記載のない

ものは、原則無料。

はがき・ファックスの記載例

{

生活における心配事
　日ごろの生活の中で心配事があるかを伺

ったところ、『今は心配ではないが、4～5年

以降は心配になると思う』は「自分が介護の

必要な状態になること」が、『2～3年で心配

になると思う』は「家族の介護が負担になる

こと」が、『今、心配である』は「近所付き合い

の中で、いざという時に相談できる人がいな

いこと」がそれぞれ最も高くなってます。

　　　 　　 上位3項目・複数回答（回答者数1,351名）

項目
今は心配ではない
が、4～5年以降は心
配になると思う

2～3年で心配に
なると思う

今、心配である

1位
自分が介護の必要
な状態になること
（58.1％）

家族の介護が負
担になること
（9.5％）

近所付き合いの中で、い
ざという時に相談できる
人がいないこと（22.7％）

2位
医療費や介護にかか
る費用が大きな負担
となること（54.2％）

自分が心身の健
康を損なうこと
（9.3％）

暮らしに十分な収入
が確保できないこと
(17.5％）

3位
家族が心身の健康
を損なうこと
（50.6％）

暮らしに十分な収
入が確保できない
こと(9.0％）

自分が心身の健康を
損なうこと
(15.6％）

44..33％％
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4月
か
ら
の
教
室

　
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
講
師
で
す
。


パ
ソ
コ
ン
教
室

【
日
時
・
内
容
等
】
左
表
の
と
お
り
。
▼
午

前
…
午
前

9時

30分
～
午
後

0時

20分
、

▼
午
後
…
午
後

1時
～

3時

50分

【
対
象
】区
内
在
住
・
在
勤
で
、

A
Bは

パ
ソ

コ
ン
未
経
験
の
方
、

C～

Eは
文
字
入
力

が
で
き
る
方
、

F～
Ｊ
は
キ
ー
ボ
ー
ド
・
マ

ウ
ス
の
操
作
が
で
き
る
方
、各
教
室
各
ク
ラ

ス

8名

【
費
用
】

Aは
無
料
、

Bは

3千

500円
、

C～

Jは

4千

500円（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）


学
習
教
室（
国
語
・
算
数
の
個
別
指
導
）

【
日
時
】毎
週
水
・
金
曜
日
午
後

4時

30分

～

6時

【
対
象
】
区
内
在
学
の
小
学

4～

6年
生
、

各
学
年

8名

【
費
用
】
月
額

7千
円
（
教
材
費
は
別
途
）


書
道
教
室（
初
級
・
中
級
・
上
級
・
研
究
科
）

【
日
時
】

4月
～

7月
の
第

2・
第

4月
曜

日
、
▼
午
前
ク
ラ
ス
…

10時
～

12時
、▼
午

後
ク
ラ
ス
…

1時

30分
～

3時

30分
、
全

8回

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
、
各
ク
ラ

ス

30名

【
費
用
】

8千
円


手
編
み
教
室

【
日
時
】
▼
水
曜
日
コ
ー
ス
（
月

4回
・
初

回
は

4月
6日

）
／
午
前

10時
～

12時
ま

た
は
午
後

1時
30分

～

3時

30分
（
月

2

回
・
月

3回
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
）
、
▼
土

曜
日
コ
ー
ス
（
月

2回
・
初
回
は

4月

9

日
）／
午
前

10時
～

12時

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
、
各
ク
ラ

ス

20名

【
費
用
】
月

4回
コ
ー
ス
は

4千
円
、
月

3

回
コ
ー
ス
は

3千
円
、
月

2回
コ
ー
ス
は

2千
円
（
い
ず
れ
も
毛
糸
は
各
自
で
用
意
）

廃
車
手
続
き
の
場
所
・
問
合
せ

▼
原
動
機
付
自
転
車
（

125㏄
以

下
）・
小
型
特
殊
自
動
車
…
区
税

務
課
収
納
管
理
係
（
本
庁
舎

6

階
）

（

5
2
7
3）

4
1
3
9

▼
オ
ー
ト
バ
イ
（

125㏄
を
超
え

る
も
の
）
…
練
馬
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所
（
練
馬
区
北
町

2―

8―

6）


0
5
0（

5
5
4
0）

2
0
3
2　

▼
軽
四
輪
・
軽
三
輪
…
軽
自
動
車

検
査
協
会
東
京
主
管
事
務
所
練

馬
支
所
（
板
橋
区
新
河
岸

1―

12

―

24）


0
5
0（

3
8
1
6）

3

1
0
1



4月

1日
か
ら
「
申
請
に
よ
る

　
換
価
の
猶
予
」
が
始
ま
り
ま
す

　
未
納
額
を
一
括
で
納
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
事
業
の
継
続
や
生
活

の
維
持
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
な
ど
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
と
き
に
、
納
期
限
か
ら

6か

月
以
内
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、

1年
以
内
の
期
間
に
限
り
猶

予
が
認
め
ら
れ
る
制
度
で
す
。

※
納
期
限
が

28年

4月

1日
以
後

の
特
別
区
税
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
災
害
や
病
気
、
事
業
の
休

廃
止
等
に
よ
る
場
合
や
、
本
来
の

納
期
限
か
ら

1年
を
経
過
し
た
日

以
後
に
税
額
が
確
定
し
た
場
合

で
、
未
納
額
を
一
括
で
納
付
で
き

な
い
と
き
に
、
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り

1年
以
内
の
期
間
に
限
り
猶

予
が
認
め
ら
れ
る
「
徴
収
の
猶
予
」

の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
猶
予
が
認
め
ら
れ

た
場
合
、
原
則
と
し
て
納
税
額
を

分
割
し
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
、

猶
予
期
間
中
の
延
滞
金
の
全
部
ま

た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
や
換
価

（
売
却
等
）
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
税
務
課
納
税
係
（
本
庁

舎

6階
）

（

5
2
7
3）

4
5
3

4へ
。

教室名 主な内容 日程 クラス

A パソコン
　　　　　　　体験

パソコン
機能体験

①4月1日 午前・午後

②5月2日 午前・午後

B　　　初めての
　　　　　　　パソコン

スイッチの入れ
方から文字入力
の練習まで

①4月4日・5日 午前・午後

②5月9日・10日 午前・午後

C　ワード
　　　　　　　初級

文字入力、文書
作成の基本操作

①4月6日・13日 午前・午後

②5月12日・19日 午前・午後

D　ワード
　　　　　　　中級

文章の編集、簡
単な図形描画

①4月18日・19日 午前

②5月23日・24日 午後

E　　ワード
　　　　　　　応用

文書編集のテク
ニック、図形の
活用ほか

①4月25日・26日 午前

②5月30日・31日 午後

F　　エクセル
　　　　　　初級

基本操作
①4月7日・14日 午前・午後

②5月11日・18日 午前・午後

G　エクセル
　　　　　　中級

機能の活用（グ
ラフ・カレンダ
ー作成）

①4月18日・19日 午後

②5月23日・24日 午前

Hエクセル
　　　　　応用

関数機能（住所
録編集・スケジ
ュール表作成）

①4月25日・26日 午後

②5月30日・31日 午前

I　　　インター
ネット・
　　　　メール入門

基本操作
①4月20日・21日 午前

②5月25日・26日 午後

J　デジカメ
　　　　　　　活用

写真の編集ほか
①4月20日・21日 午後

②5月25日・26日 午前

就
学
援
助
の
申
請
を


教
育
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

【
対
象
】
区
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
経
済
的
に
お
困
り
の
方

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

▼
義
務
教
育
期
間
中
の
お
子
さ
ん
が

い
る
保
護
者

▼
中
学
校
の
夜
間
学
級
に
在
学
す
る

生
徒
の
保
護
者
ま
た
は

20歳
以
上
の

生
徒
本
人

【
申
込
み
】
▼
区
立
小
・
中
学
校
に
通

学
し
て
い
る
方
…
学
校
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
▼
新
宿
区
以
外
の
国
公

立
・
私
立
の
小
・
中
学
校
に
通
学
し
て

い
る
方
…

3月

31日

ま
で
に
学
校

運
営
課
学
校
運
営
支
援
係
（
第

1分

庁
舎

4階
）

（

5
2
7
3）

3
0
8

9へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ
と
ス
タ
ン
プ
作
り

【
日
時
】

3月

13日

午
後

1時

30分

～

3時

【
対
象
】
小
学

3年
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
、

15名

【
内
容
】
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
そ

の
本
の
絵
柄
な
ど
の
ス
タ
ン
プ
を

作
製

【
会
場
・
申
込
み
】

3月

11日

ま
で

に
電
話
ま
た
は
直
接
、
西
早
稲
田
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
セ
ン
タ
ー
（
西
早
稲

田

3―

19―

5）

（

5
2
7
2）

5

3
7
4（

月
曜
日
休
館
）
へ
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

こ
ど
も
映
画
会


四
谷
図
書
館

【
日
時
】

3月

13日

午
後

2時

30分

～

3時

30分

【
対
象
】
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
、

95名

【
上
映
作
品
】「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ

ん
」「
エ
リ
ッ
ク
カ
ー
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン

1」

【
会
場
・
申
込
み
】
当
日
直
接
、
四
谷
地

域
セ
ン
タ
ー（
内
藤
町

87）へ
。先
着
順
。

【
問
合
せ
】
同
館

（

3
3
4
1）
0
0

9
5へ

。


西
落
合
図
書
館

【
日
時
】

3月

19日

午
後

3時
～

4時

【
対
象
】
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
、

30名

【
上
映
作
品
】「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ま
じ

ょ
の
く
に
へ
」「
忍
た
ま
乱
太
郎
忍

術
学
園
の
な
か
ま
た
ち
」

【
会
場
・
申
込
み
】
当
日
直
接
、
同
館

（
西
落
合

4―

13―

17）

（

3
9
5

4）

4
3
7
3へ

。
先
着
順
。


鶴
巻
図
書
館

【
日
時
】

3月

21日

午
後

2時
～

3時

【
対
象
】
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
、

30名

【
上
映
作
品
】「
蒸
気
機
関
車
の
王
者

C
62」「

ス
ノ
ー
マ
ン
」

【
会
場
・
申
込
み
】

3月

8日

か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
、
同
館
（
早
稲
田
鶴

巻
町

521）

（

3
2
0
8）

2
4
3
1

へ
。
先
着
順
。

英
語
お
は
な
し
会


絵
本
を
英
語
で
楽
し
も
う

【
日
時
】

3月

16日

午
後

3時
～

3

時

30分

【
対
象
】
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
、

20名

【
内
容
】
英
語
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

手
遊
び

【
会
場
・
申
込
み
】
当
日
直
接
、
角
筈
図

書
館
（
西
新
宿

4―

33―

7）

（

5

3
7
1）
0
0
1
0へ

。
先
着
順
。

ダ
ン
ス
教
室
＆

ラ
ク
ロ
ス
体
験
教
室


協
働
事
業
提
案
制
度
実
施
事
業

【
日
時
】

3月

19日

午
後

1時
～

4時

【
会
場
】
西
戸
山
公
園
野
球
場
（
百
人

町

4―

1）

【
対
象
】
区
内
在
住
の
小
学
生
、

100名

【
内
容
】
▼
元

N
F
Lチ

ア
リ
ー
ダ

ー
堀
池
薫
子
さ
ん
に
よ
る
ダ
ン
ス

教
室
、
▼
ラ
ク
ロ
ス
男
子
元
日
本
代

表
・
佐
保
田
裕
介
さ
ん
と
現
役
選
手

に
よ
る
ラ
ク
ロ
ス
体
験
教
室
、
▼
大

妻
女
子
大
学
臨
床
栄
養
管
理
研
究

室
川
口
ゼ
ミ
の
学
生
に
よ
る
食
育

ゲ
ー
ム

【
費
用
】

500円

【
申
込
み
】電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子

メ
ー
ル
（

3面
記
載
例
の
ほ
か
学
年
・

年
齢
を
記
入
）
で
、

3月

18日

ま
で

に
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
ク
ラ
ブ

C
r

i

a

c

a

o（
ク
リ
ア
ソ
ン
）

（

6

9
0
8）

8
1
1
9・


（

6
9
0
8）

8
9
0
8・


in
fo
@
c
ria
c
a
o
.o
r.

jp
へ
。

工
作
会

【
日
時
】

3月

21日

午
前

11時
～

11

時

45分

【
対
象
】

5歳
以
上
、

20名

【
内
容
】
身
の
回
り
の
物
を
使
っ
た
コ

マ
作
り

【
会
場
・
申
込
み
】

3月

10日

か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
、
こ
ど
も
図
書
館

（
大
久
保

3―

1―

1、
中
央
図
書
館

内
）

（

3
3
6
4）

1
4
2
1へ

。
先

着
順
。

区
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

催
し

①
聴
覚
障
害
者
向
け
講
演
会

　
「
ろ
う
あ
運
動
入
門
」

【
日
時
】

3月

26日

午
前

10時
～

12時

【
対
象
】
区
内
在
住
で
聴
覚
に
障
害
の

あ
る
方
、
家
族
ほ
か
、

100名
程
度

【
内
容
】

4月
に
施
行
さ
れ
る「
障
害
者

差
別
解
消
法
」の
概
要
、聴
覚
障
害
者

が
体
験
し
た
差
別
や
事
件
ほ
か（
講
師

は
黒
崎
信
幸
／
全
国
手
話
研
修
セ
ン

タ
ー
理
事
長
・
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
参

与
）

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
が
あ
り
ま

す
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
会
・

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
体
験
会

【
日
時
・
定
員
】
▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

体
験
会
…

3月

30日

午
後

1時
～

3時
（

24名
）、▼
タ
ブ
レ
ッ
ト
体
験

会
…

3月

31日

午
前

10時
～

12時

（

15名
）

※
機
器
は
会
場
で
準
備
し
ま
す
。

【
対
象
】
区
内
在
住
で
障
害
の
あ
る
方

※
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
家

族
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

③
手
話
講
習
会

【
日
時
】

5月

10日
～

29年

3月

7日

の
火
曜
日
午
後

6時

30分
～

8時

30

分
、
全

40回
（
日
曜
日
の
開
催
が

2回

あ
り
ま
す
）

【
対
象
・
コ
ー
ス
・
内
容
】
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の

15歳
以
上
で
、
年
間
を

通
し
て
参
加
で
き
る
方
（

18歳
未
満

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

▼
初
級
…
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方
、

60名

▼
中
級
（
日
常
会
話
）
…
初
級
修
了
程

度
の
方
、

40名

▼
上
級
（
手
話
通
訳
者
と
し
て
の
実

践
的
技
術
の
向
上
）
…
中
級
修
了
程

度
ま
た
は
学
習
歴

2年
以
上
の
方
、

20名

▼
通
訳
（
応
用
技
術
）
…
学
習
歴
が

3

年
以
上
で
、
講
習
会
修
了
後
に
新
宿

区
登
録
手
話
通
訳
者
試
験
を
受
験

し
、
区
内
で
手
話
通
訳
者
と
し
て
活

動
す
る
意
思
を
お
持
ち
の
方
、

10名

※
初
級
コ
ー
ス
は
、

4月

19日

午

後

6時

30分
か
ら
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

※
中
級
、
通
訳
コ
ー
ス
は

4月

12日


、
上
級
コ
ー
ス
は

4月

19日

の

い
ず
れ
も
午
後

6時

30分
か
ら
試
験

（
手
話
の
表
現
・
読
み
取
り
）
を
実
施

し
ま
す
。

【
費
用
】
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

…
…
…
〈
以
下
共
通
〉
…
…
…

【
会
場
・
申
込
み
】
①
は
当
日
直
接
、②

は

3月

18日

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
（

3面
記
載
例
の
ほ
か
障
害

名
を
記
入
）
ま
た
は
直
接
、
③
は
往
復

は
が
き
に

3面
記
載
例
の
ほ
か
年
齢
、

希
望
コ
ー
ス
、手
話
学
習
年
数
、
在
勤

・
在
学
の
方
は
勤
務
先
ま
た
は
学
校

の
名
称
・
住
所
を
記
入
し
、

3月

31日


（
消
印
有
効
）
ま
で
に
区
立
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
戸
山

1―

22―

2）


（

3
2
3
2）

3
7
1
1・


（

3
2

3
2）

3
3
4
4へ

。①
は
先
着
順
。②

は
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

し
ん
じ
ゅ
く
女
性
団
体
会
議

新
規
会
員
を
募
集

　
女
性
団
体
相
互
の
連
携
と
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト（
自
ら
意
思
決
定

し
行
動
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
）

を
目
指
し
、
講
座
・
日
帰
り
研
修
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す（
現
在

11団
体
で

活
動
）。定
例
会（
原
則
と
し
て
偶
数
月

の
第

3金
曜
日
）に
年
間
を
通
し
て
出

席
し
て
い
た
だ
き
ま
す（
出
席
者
は
団

体
の
代
表
者
で
な
く
て
も
可
）。

【
対
象
】
次
の
全
て
に
該
当
す
る
団
体

▼
区
内
を
拠
点
に

2年
以
上
、
女
性

の
地
位
向
上
と
一
般
的
な
教
養
を
高

め
る
活
動
を
継
続
し
て
い
る
、
▼

20

名
以
上
で
構
成
し
、
半
数
以
上
が
女

性
か
つ

8割
以
上
が
区
内
在
住

【
申
込
み
】
男
女
共
同
参
画
課
（
荒
木

町

16、
ウ
ィ
ズ
新
宿
内
）

（

3
3
4

1）

0
8
0
1へ

。

4月
か
ら
参
加
を

希
望
す
る
場
合
は

3月

18日

ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

落
合
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り


ビ
バ
！
お
ち
あ
い

【
日
時
】

3月

12日

午
前

10時
～
午

後

3時

30分
（
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
開

催
時
間
が
異
な
り
ま
す
）

【
内
容
】
地
域
の
皆
さ
ん
の
演
芸
、
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
、
野
菜
の
販

売
、
お
ち
あ
い
食
堂
ほ
か

【
会
場
・
問
合
せ
】
同
セ
ン
タ
ー
（
下
落

合

4―

6―

7）

（

3
9
5
4）

1

6
1
1へ

。

男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ン
タ
ー
の
講
座

①
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
講
座
「
モ
ノ

を
手
放
し
見
え
て
き
た
も
の
」

【
日
時
】

3月

16日

午
前

10時
～

12時

【
内
容
】最
小
限
の
モ
ノ
で
暮
ら
す
新

し
い
生
き
方（
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
）
に
つ

い
て
考
え
る
（
講
師
は
沼
畑
直
樹
・
ミ

ニ
マ
リ
ス
ト
）

【
共
催
】
新
宿
区
家
庭
教
育
グ
ル
ー
プ

連
絡
会

②
男
女
共
同
参
画
講
座
「
わ
た
し
を

創
る
～
林
芙
美
子
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

【
日
時
】

3月

26日

午
後

2時
～

4時

【
内
容
】
新
宿
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
・

林
芙
美
子
の
生
き
方
を
通
し
て
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
（
講
師

は
金
井
景
子
・
早
稲
田
大
学
教
育
学

部
教
授
）

…
…
…
〈
以
下
共
通
〉
…
…
…

【
会
場
・
申
込
み
】

3月

7日

か
ら

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
（

3面
記
載
例

の
ほ
か
講
座
名
（
①
②
の
別
）
を
記

入
）
で
、同
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
新
宿
、

荒
木
町

16）

（

3
3
4
1）
0
8
0

1（
日
曜
日
を
除
く
）・
（

3
3
4
1）

0
7
4
0へ

。
各
先
着

40名
。
託
児
あ

り
（
①
は

3月

11日

、②
は

16日


ま
で
に
電
話
予
約
。各
先
着

3名
）。

北
新
宿
第
二
地
域
交
流
館
の
催
し

　
区
内
在
住
の

60歳
以
上
が
対
象
で

す
。

①
お
い
し
い
お
茶
の
淹
い

れ
方
講
座

【
日
時
・
定
員
】

3月

18日

午
後

1

時

30分
～

3時
（

20名
）

【
内
容
】
お
茶
の
効
用
や
お
い
し
い
淹

れ
方
を
学
ぶ

②
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
学
ぼ
う

【
日
時
・
定
員
】

3月

30日

午
後

2

時
～

3時
（

20名
）

【
内
容
】
講
義
「
骨
粗
し
ょ
う
症
の
基

礎
知
識
、
改
善
法
」
と
骨
の
簡
易
測
定

（
講
師
は
久
志
本
建
・
医
学
博
士
）

③
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

【
日
時
・
定
員
】

4月

7日
～

6月

11

日
の
木
曜
日
、
金
曜
日
、
土
曜
日
コ
ー

ス
、
い
ず
れ
も
午
前

10時
～

11時

30

分
、
全

10回
（
各
コ
ー
ス

18名
）

【
内
容
】
ケ
ガ
を
予
防
す
る
た
め
の

筋
肉
を
じ
っ
く
り
伸
ば
す
体
操

…
…
…
〈
以
下
共
通
〉
…
…
…

【
会
場
・
申
込
み
】
①
は

3月

12日


ま
で
、②
③
は

3月

19日

ま
で
に
電

話
ま
た
は
直
接
、
同
館
（
北
新
宿

3―

20―

2）

（

5
3
4
8）

6
7
5
1

へ
。応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
祭

【
日
時
】

3月
20日


午
前

10時
～
午

後

3時

【
内
容
】
地
域
の
皆
さ
ん
の
ダ
ン
ス
・

舞
踊
・
歌
等
の
ス
テ
ー
ジ
、
お
茶
会
、

餅
つ
き
、
作
品
展
示
、
講
習
会
、
喫
茶

「
夢
」
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

【
会
場
・
問
合
せ
】
同
セ
ン
タ
ー
（
内
藤

町

87）

（

3
3
5
1）

3
3
1
4へ

。

星
空
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】

3月

21日

午
後

4時
～

5

時

25分
（
午
後

3時

30分
開
場
）

【
会
場
】
新
宿
コ
ズ
ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

8階
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
大
久
保

3―

1―

2）

【
曲
目
】「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星

を
」「
君
を
想
う
」
ほ
か
（
出
演
は
工
藤

慎
太
郎
・
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

※
春
の
星
空
解
説
も
あ
り
ま
す
。

【
費
用
（
全
自
由
席
）
】
千

500円

【
申
込
み
】
往
復
は
が
き
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
に

3面
記
載
例
の
ほ
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
応
募
の
場
合
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
番

号
を
記
入
し
、

3月

14日
（
必
着
）
ま

で
に
新
宿
未
来
創
造
財
団
ス
ポ
ー
ツ

課
（
〒

1
6
9・

0
0
7
2大

久
保

3―

1―

2）

（

3
2
3
2）

7
7

0
1・


（

3
2
0
9）

1
8
3
3へ

。

定
員

140名
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
小
学
生
か
ら
入
場
で
き
ま
す

（
小
学

3年
生
ま
で
は
保
護
者
同

伴
）。

講
演
会
「
芥
川
賞
の
謎
を
解
く

～
全
選
評
完
全
読
破
」

【
日
時
】

3月

24日

午
後

2時
～

4時

【
会
場
】
北
新
宿
生
涯
学
習
館
（
北
新

宿
3―

20―

2）

【
内
容
】
芥
川
賞
選
考
会
の
様
子
ほ
か

（
講
師
は
鵜
飼
哲
夫
・
読
売
新
聞
文
化

部
編
集
委
員
）

【
申
込
み
】

3月
8日


か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
、
北
新
宿
図
書
館
（
北
新
宿

3―

20―

2）

（

3
3
6
5）

4
7

5
5へ

。
先
着

30名
。

中
高
生
向
け
プ
レ
カ
レ
ッ
ジ

「
心
を
整
え
る
座
禅
入
門
」

【
日
時
】

3月

26日

午
後

3時

30分

～

5時

【
会
場
】長
光
寺（
百
人
町

1―

5―

2）

【
対
象
】
中
学
生
～
高
校
生
、

20名

【
内
容
】
座
禅
体
験
と
、
自
分
を
見
つ

め
生
き
方
を
考
え
る
心
の
在
り
方
に

つ
い
て
の
話
。動
き
や
す
い
服
装
で
お

い
で
く
だ
さ
い（
更
衣
室
あ
り
）。

【
申
込
み
】

3月

8日

か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
、
戸
山
図
書
館
（
戸
山

2―

11―

101）

（

3
2
0
7）

1
1
9
1

へ
。
先
着
順
。
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場

合
は
、
中
学
生
・
高
校
生
以
外
も
参
加

で
き
ま
す
。

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト


ピ
ア
ノ
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ

る
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
メ
ロ
デ
ィ
ー
」

【
日
時
】

3月

30日

午
後

1時
～

2時

【
曲
目
】「
卒
業
写
真
」「
陽
だ
ま
り
」
ほ

か
（
出
演
は
小
笠
原
育
美
・
ピ
ア
ノ
、

赤
羽
拓
真
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

【
会
場
・
申
込
み
】
当
日
直
接
、
区
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
（
西
新
宿

2―

11―

4、
新

宿
中
央
公
園
内
）へ
。先
着

70名
程
度
。

【
問
合
せ
】
環
境
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー


（

3
3
4
8）

6
2
7
7へ

。

小
・
中
学
生
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

講
習
会

【
日
時
】

3月

13日
～

27日
の
日
曜
日

午
前

10時
～

12時

【
会
場
】
都
立
戸
山
公
園
い
き
い
き
広

場
（
箱
根
山
地
区
、
戸
山

3―

2）
、
よ

つ
や
運
動
広
場
（
四
谷

1―

1）
、
清

水
川
橋
公
園
（
下
落
合

1―

1）

※
い
ず
れ
も
雨
天
・
荒
天
時
は
中
止

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学

生
と
保
護
者
、
参
加
す
る
小
・
中
学
生

が
在
籍
す
る
学
校
の
教
職
員
、
各
日

10名

【
内
容
】
基
礎
か
ら
指
導
。
動
き
や
す

い
服
装
・
運
動
靴
で
お
い
で
く
だ
さ

い
。
用
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。

【
主
催
・
申
込
み
】

3月

7日

か
ら

電
話
で
各
日

3日
前
ま
で
に
、
区
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
嘉
藤

（

3
2
0

3）

1
4
2
5へ

。
先
着
順
。

春
季
合
気
道
体
験
会

【
日
時
】

4月

3日

午
後

1時
～

3時

【
会
場
】
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
大
久
保

3―

5―

1）

【
対
象
】

6歳
～

65歳
の
方
、

30名

【
内
容
】
受
け
身
、
基
本
技
、
護
身
法
ほ

か
。
膝
が
隠
れ
る
ジ
ャ
ー
ジ
等
運
動

し
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ

い
。

【
主
催
・
申
込
み
】

3月

7日

か
ら

電
話
で
、
区
合
気
道
連
盟
・
佐
々
木



0
8
0（

1
1
9
6）

7
2
0
6

へ
。
先
着
順
。
当
日
会
場
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

仕
事
の
ご
依
頼
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

区
内
の
企
業
や
家
庭
、
公
共
団
体
な

ど
か
ら
臨
時
的
、
短
期
的
、
軽
易
な
仕

事
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の

依
頼
方
法
等
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

h
ttp
:

//w
w
w
.
sjc
.
n
e
.
jp
/sh
in
ju
k
u
/
）

で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。


主
な
仕
事
の
内
容

【
家
庭
の
仕
事
】

▼
家
事
援
助
、
▼
育
児
支
援
、
▼
植

木
の
手
入
れ
、
▼
除
草
、
▼
大
工
、

▼
塗
装
、
▼
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
の

張
り
替
え
、
▼
宛
名
書
き
、
▼
電
球

の
交
換
、
▼
お
墓
の
清
掃
、
▼
パ
ソ
コ

ン
設
定
・
操
作
等
の
お
手
伝
い
、
▼
洋

服
の
お
直
し
、
▼
入
園
・
入
学
グ
ッ
ズ

布
小
物
の
作
製
、
▼
困
り
ご
と
の
お

手
伝
い

【
企
業
・
団
体
か
ら
の
仕
事
】

▼
事
務
所
の
清
掃
、▼
経
理
事
務
、▼
一

般
事
務
、 ▼
賞
状
筆
耕
、
▼
チ
ラ
シ
配

布
、 ▼
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
封
入
、▼
シ

ー
ル
貼
り
、 ▼
ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー

【
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
地
域
の

仕
事
】

▼
共
用
部
分
・
空
き
部
屋
の
清
掃
、

▼
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
の
軽
作
業

【
会
場
・
申
込
み
】

は
は
が
き
か
フ

ァ
ッ
ク
ス
（

3面
記
載
例
の
ほ
か
教
室

名
（

A～

Jの
別
）、日
程
・
ク
ラ
ス
（
①

②
・
午
前
午
後
の
別
）
を
記
入
）で
、

3月

18日
（
必
着
）ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

～

は

3月

7日

か
ら
電
話
で
同
セ
ン
タ

ー
へ
。
先
着
順
。

ババ
イイ
クク
・・
軽軽
自自
動動

車車
等等

のの

廃廃
車車
手手
続続

きき
はは

33月月

3311日日
ま

で
に

特
別
区
税
を
納
期
内
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
へ

　地方税法の一部改正に伴い、軽

自動車税の税率が下表のとおり

変わります。三輪・四輪車は、最初

の新規検査から13年経過した車

両に重課税率が適用されるほか、

27年度中に新規取得した一定の

環境性能を有するものは、燃費性

能に応じて税率が軽減されます。

車種区分
税率（年額）

新税率 （現行税率）

原動機付

自転車

総排気量50㏄以下／定格出力0.6kw以下 ※ミニカーを除く 2,000円 1,000円

総排気量50㏄超90㏄以下／定格出力0.6kw超0.8kw以下 2,000円 1,200円

総排気量90㏄超125㏄以下／定格出力0.8kw超1kw以下 2,400円 1,600円

ミニカー 3,700円 2,500円

軽二輪 総排気量125㏄超250㏄以下（側車付を含む） 3,600円 2,400円

二輪小型

自動車
総排気量250㏄超 6,000円 4,000円

小型特殊

自動車

農耕用 2,400円 1,600円

その他（フォークリフト等） 5,900円 4,700円

軽自動車 被けん引車（二輪） 3,600円 2,400円

表1 原動機付自転車等（二輪車・ミニカー・小型特殊自動車）

車種区分

（総排気量660㏄以下）

税率（年額）

現行税率

※1

新税率

※2

重課税 ※3

13年経過

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

四輪以上

乗用
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物用
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 6,000円

表2-1 軽自動車（三輪・四輪車）
※1…27年3月31日以前に取

得した車両に適用（最初（新車）

の新規検査（初度検査）から13

年間）

※2…27年4月1日以降に初度

検査を受けた車両に適用

※3…初度検査から13年を経

過した車両に適用

車種区分

（総排気量660㏄以下）

税率（年額）

概ね75%
軽減 ※4

概ね50%
軽減 ※5

概ね25%
軽減 ※6

三輪 1,000円 2,000円 3,000円

四輪以上

乗用
営業用 1,800円 3,500円 5,200円

自家用 2,700円 5,400円 8,100円

貨物用
営業用 1,000円 1,900円 2,900円

自家用 1,300円 2,500円 3,800円

表2-2 軽自動車（三輪・四輪車）のグリーン化特例（軽課税）※28年度のみ適用予定

※4…電気自動車・天然ガス自

動車（ポスト新長期規制から

NOx10％低減）に適用

※5…乗用車は32年度燃費基

準+20％達成、貨物車は27年度

燃費基準+35％達成車に適用

※6…乗用車は32年度燃費基

準達成、貨物車は27年度燃費

基準+15％達成車に適用※5・※6は、ガソリン車・ハイブリッド車で、平成17
年排出ガス基準75％低減達成車に限る

　27年4月1日～28年3月31日に新規取得した、排出ガス性能・燃費性能の優れた環

境負荷の小さい新車に適用されます。

新
た
な
猶

予
の
制

度
が
始

ま
り
ま
す

2288年年度度課課税税かからら

軽自動車税の税率が

変わります
【問合せ】税務課収納管理係（本庁舎6階）

（5273）4139・（3209）1460へ。

新新
宿宿
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〒

1
6
0・

0
0
2
2新

宿

7―

3―

29、
新
宿
こ
こ
・
か
ら
広
場
し
ご
と
棟


（

3
2
0
9）

3
1
8
1・


（

3
2
0
9）

4
2
8
8

　

4月
か
ら
は
、
区
の
「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
の
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
事
業
者

と
し
て
、
区
が
認
定
す
る
要
支
援

に
相
当
す
る
方
に
、

1回

1時
間

以
内
で
週

1～
２
回
定
期
的
な
家

事
（
掃
除
・
洗
濯
・
調
理
・
買
い
物
）

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年

4月

1日
（
賦
課
期
日
）
現
在
、
原
動

機
付
自
転
車
・
小

型
特

殊
自
動

車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
軽
自
動
車
を

所
有
し
て
い
る
方
が
納
め
る
税

金
で
す
。
譲
渡
・
売
却
・
廃
棄
な
ど

で
軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い

な
い
場
合
や

盗
難
に

遭
っ
た
場

合
に
、
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な

い
と
、

28年
度
も
軽
自
動
車
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
方
は
、

3月

31日

ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
の
場
所
は
、
軽
自
動
車
等
の

種

別
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
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★ 自転車を盗まれる被害が急増！ 　路上駐輪や無施錠の自転車が狙われています　 買い物など短時間でも路上に放置せず 確実に施錠しましょう ★

4.3％

38.5％ 26.0％ 31.2％

33.9％ 25.6％ 36.2％

3.6％

5.8%

3.1％

5.0％

12.6％

15.9％

35.2％

35.5％

44.6％

39.5％ 42.6％ 9.8％

4.9％3.3％

38.9％ 46.5％

6.1％ 6.7％1.8％

28.9％ 34.8％ 22.1％

6.1％8.1％

38.6％ 36.6％ 13.9％

6.1％4.7％

27.5％ 41.1％ 16.7％

6.7％8.1％

20.1％ 41.2％ 23.8％

6.9％8.1％

9.2％

25.5％ 40.5％

5.8％

19.0％

6.7％

24.9％ 38.2％

6.6％

23.6％

4.7％

15.8％ 44.6％

7.6％

27.3％

カラスの被害を受けないために

保
育
園
・
子
ど
も
園
パ
ー
ト

（
登
録
制
）

　

産
休
・
病
休
代
替
保
育
パ
ー
ト

【
対
象
】
国
籍
を
問
わ
ず
健
康
で
、
保

育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
ま
た
は
保

育
経
験
の
あ
る
方

【
勤
務
日
時
】
月
～
土
曜
日
の
う
ち
週

5日
、
午
前

8時

30分
～
午
後

6時

30分
の
間
で

5時
間
勤
務
ま
た
は

6

時
間
勤
務
（
期
間
は

2か
月
程
度
）

【
勤
務
内
容
】
保
育
補
助

【
賃
金
（
日
額
）
】
▼
保
育
士
の
資
格

が
あ
る
方
…

5時
間
勤
務

5千

400

円
、

6時
間
勤
務

6千

480円
、
▼
保

育
士
の
資
格
が
な
い
方
…

5時
間

勤
務

4千

850円
、

6時
間
勤
務

5千

820円

　

調
理
パ
ー
ト

【
対
象
】
国
籍
を
問
わ
ず
健
康
な
方

【
勤
務
日
時
】
▼
①
月
・
土
曜
日
の
週

2日
ま
た
は
月
～
土
曜
日
の
う
ち
週

3日
、
午
前

9時
～
午
後

4時
（

1日

6時
間
勤
務
）
、
▼
②
月
～
土
曜
日
の

う
ち
週

5日
、
午
前

8時

30分
～
午

後

5時

30分
の
間
で

5時
間
勤
務

【
勤
務
内
容
】
調
理
補
助

【
賃
金
（
日
額
）
】
①
は

5千

640円
、
②

は

4千

700円

…
…
…
〈
以
下
共
通
〉
…
…
…

【
採
用
予
定
日
】

4月
以
降
、
欠
員
が

出
た
と
き
に
随
時

【
交
通
費
（
日
額
）
】

500円
を
限
度
に
実

費
支
給

【
申
込
み
】
電
話
で
保
育
園
子
ど
も
園

課
運
営
係
（
本
庁
舎

2階
）

（

5
2

7
3）

4
5
2
5へ

。
園
か
ら
連
絡
の

あ
っ
た
方
は
、
履
歴
書
を
お
持
ち
の

上
、
面
接
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

環
境
審
議
会

【
日
時
】

3月

28日

午
前

10時
～

11

時

30分

【
会
場
・
申
込
み
】
傍
聴
を
希
望
す
る

方
は
当
日
直
接
、
区
役
所
本
庁
舎

6

階
第

3委
員
会
室
へ
。

【
問
合
せ
】
環
境
対
策
課
環
境
計
画
係

（
本
庁
舎

7階
）

（

5
2
7
3）

3
7

6
3へ

。

文
化
芸
術
振
興
会
議

【
日
時
】

3月

28日

午
後

2時
～

4

時

【
会
場
・
申
込
み
】
傍
聴
を
希
望
す
る

方
は
当
日
直
接
、
区
役
所
本
庁
舎

6

階
第

4委
員
会
室
へ
。

【
問
合
せ
】
文
化
観
光
課
文
化
観
光
係

（
本
庁
舎

1階
）

（

5
2
7
3）

4
0

6
9へ

。

四
谷
ひ
ろ
ば
パ
ソ
コ
ン
教
室

【
日
時
・
内
容
】
▼

Aは
じ
め
て
の
パ

ソ
コ
ン
…

4月

6日
～

27日
の
水
曜

日
午
前

10時
～

12時
、
▼

Bは
じ
め

て
の
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
…

4月

4日

～

25日
の
月
曜
日
午
後

1時
～

3

時
、
▼

Cイ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
…

4月

6日
～

27日
の
水
曜
日
午
後

1

時
～

3時
、
各
全

4回

【
対
象
】

Aは
パ
ソ
コ
ン
が
初
め
て
の

方
、

B・

Cは
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
興

味
の
あ
る
方
、
各

15名

【
費
用
】

5千

500円
（
教
材
費
等
）

【
会
場
・
申
込
み
】
往
復
は
が
き
に

3

面
記
載
例
の
ほ
か
開
催
月
（

4月
）
と

希
望
講
座
（

A～

Cの
別
）
を
記
入

し
、

3月

15日
（
必
着
）
ま
で
に
四
谷

ひ
ろ
ば
パ
ソ
コ
ン
教
室
係
（
〒

1
6

0・

0
0
0
4四

谷

4―

20）
へ
。
申

し
込
み
者
が

3名
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】四
谷
ひ
ろ
ば
運
営
協
議
会
・

長
谷
川


0
9
0（

3
4
0
0）

0
3

7
1へ

。

長
唄
演
奏
会
に
無
料
招
待

　

人
間
国
宝
・
名
誉
区
民

　
東
音
宮
田
哲
男
さ
ん
出
演

【
日
時
】

3月

12日

午
後

1時
か
ら

（
午
後

0時

30分
開
場
）

【
会
場
】
四
谷
区
民
ホ
ー
ル
（
内
藤
町

87）

【
対
象
】
区
内
在
住
の
方
、

10名

【
演
目
】「
都
風
流
」「
娘
道
成
寺
」
ほ
か

【
出
演
】
東
音
会
同
人

【
申
込
み
】
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

3面
記
載

例
の
と
お
り
記
入
し
、

3月

10日


ま
で
に
東
音
会
会
員
券
取
扱
所
・

蓑
田
（
み
の
だ
）

・

（

3
8
1
5）

9
3
2
8へ

。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
一
般
の
チ
ケ
ッ
ト
は

5千

円
。

講
演
「
７
カ
国
語
で
話
そ
う
」

【
日
時
】

3月

19日

午
後

1時

30分

～

3時

30分

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
新
宿
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
（
西
新
宿

1―

14―

11）

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
、

30名

【
内
容
】
多
言
語
の
自
然
習
得
と
国
際

理
解

【
後
援
】
新
宿
区

【
申
込
み
】

3月

7日

～

18日

に

電
話
で
言
語
交
流
研
究
所
ヒ
ッ
ポ
フ

ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ


0
1
2
0（

5

5
7）

7
6
1へ

。
先
着
順
。

　4月15日から順次再開する教室の申し込みを受け

付けています。教室の内容・費用等詳しくは、同センタ

ー・特別出張所等で配布するチラシ、新宿区ホームペー

ジ等でご案内しています。

【申込み】往復はがきで3月22日（必着）までに新宿スポ

ーツセンター教室係（〒164-0011中野区中央5―49

―10、第2上野ビル3階）070（1387）2981（土・日曜

日、祝日等を除く午前10時～午後6時）へ。定員を超えた

教室は抽選。結果は3月下旬に郵送でお知らせします。

【問合せ】障害者福祉課相談係（本庁舎2階）

（5273）4518・（3209）3441へ。

【問合せ】児童館…子ども総合センター児

童館運営係（5273）4544、地域交流

館…高齢者福祉課高齢者事業係（5273）

4567、図書館…中央図書館管理係（3364）

1421へ。

所得税及び復興特別所得税、贈与税の申告と納税は3月15日（火）まで

個人事業者の消費税及び地方消費税の申告と納税は3月31日（木）まで

◎
申
告
書
の
作
成
会
場
を

　
新
宿
住
友
ビ
ル

47階
に
開
設
中

　
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
贈

与
税
、
個
人
消
費
税
の
確
定
申
告
書
の

作
成
会
場
を
、
新
宿
住
友
ビ
ル

47階

（
西
新
宿

2―

6―

1）
に
開
設
し
て

い
ま
す
。

【
開
設
期
間
】

3月

15日

ま
で
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

【
受
付
時
間
】
午
前

9時
～
午
後

4時

（
相
談
は
午
前

9時

15分
か
ら
）

※
税
務
署
内
に
確
定
申
告
書
作
成
会

場
は
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
作
成
済
み
の
申
告
書
は
税
務
署
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
申
告

書
等
は
、
印
刷
し
て
税
務
署
に
提
出

で
き
ま
す
（
白
黒
で
も
可
）
。
ま
た
、
作

成
し
た
申
告
書
等
に
電
子
証
明
書
を

添
付
し
て
、
送
信
（
提
出
）
も
で
き
ま

す
（

e―

T
a
x）
。
詳
し
く
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。

◎
区
役
所
で
も

　
申
告
書
等
を
提
出
で
き
ま
す

　

3月

15日

ま
で
、
区
税
務
課
（
本

庁
舎

6階
）
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
。

【
受
付
時
間
】
午
前

8時

30分
～
午
後

5時
（
火
曜
日
は
午
後

7時
ま
で
）

◎
申
告
書
等
は
郵
送
で
も

　
提
出
で
き
ま
す

　
管
轄
の
税
務
署
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
（
新
宿
住
友
ビ
ル
内
の
会
場
へ
は
郵

送
で
き
ま
せ
ん
）
。
申
告
書
の
控
え
に

税
務
署
の
受
付
印
が
必
要
な
方
は
、
作

成
し
た
申
告
書
（
提
出
用
・
控
用
。
い
ず

れ
も
鉛
筆
書
き
不
可
）
の
ほ
か
、
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
復
興
特
別
所
得
税
額
の

　
記
入
漏
れ
に
ご
注
意
を

　
平
成

49年
分
ま
で
は
、
所
得
税
と
併

せ
て
復
興
特
別
所
得
税
（
原
則
と
し
て

各
年
分
の
所
得
税
額
の

2.1
%）を

申
告
・

納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
申

告
書
を
提
出
す
る
前
に
は
、「
復
興
特

別
所
得
税
額
」
欄
の
記
入
漏
れ
が
な
い

か
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
個

人
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
口
座

振
替
で
納
め
ら
れ
ま
す
。
希
望
す
る
方

は
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
は

3月

15日

ま
で
（
振
替
日
は

4月

20

日

）
、
個
人
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
は

3月

31日

ま
で
（
振
替
日
は

4

月

25日

）
に
口
座
振
替
依
頼
書
を
管

轄
の
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
贈
与
税
は
口
座
振
替
で
き
ま
せ
ん
。

◎
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を

　
税
理
士
資
格
が
な
い
者
が
、
税
務
相

談
・
税
務
書
類
の
作
成
・
税
務
代
理
な

ど
を
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
税
理
士
は
税
理
士
証
票
を

携
行
し
、
税
理
士
バ
ッ
ジ
を
着
用
し
て

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
▼
新
宿
税
務
署
（
〒

1

6
9・

8
5
6
1北

新
宿

1―

19

―

3）

（

3
3
6
2）

7
1
5
1

▼
四
谷
税
務
署
（
〒

1
6
0・

8
5

3
0三

栄
町

24）

（

3
3
5
9）

4
4
5
1

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ


h
ttp

://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

住民税の申告に

ご協力ください

　
申
告
の
内
容
は
国
民
健
康
保

険
料
・
介
護
保
険
料
等
の
算
定

の
資
料
に
な
り
ま
す
。
収
入
が

一
定
額
以
下
の
方
も
、
住
民
税

の
申
告
書
の
提
出
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
（
郵
送
も
可
）
。

【
受
付
日
時
】

3月

15日

ま

で
、
午
前

8時

30分
～
午
後

5

時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
火
曜

日
は
午
後

7時
ま
で
）

【
問
合
せ
】
区
税
務
課
課
税
第
一

係
・
第
二
係
（
本
庁
舎

6階
）
（

5

2
7
3）

4
1
0
7・

4
1
0
8

へ
。

東京都心身障害者福祉
センターが移転します

　3月11日で現在地（戸山3）での業務を終了

し、3月14日から下記移転先で業務を行います。

3月27日（日）

中町児童館・
中町地域交流館・

中町図書館を休館します
　停電を伴う設備工事のため、休館します。

神楽河岸1―1、東京都飯田橋庁舎

（セントラルプラザ）12階～15階

（3235）2946・（3235）2968

期限の間際は窓口が大変混雑します

確定申告はお早めに

春先～夏はカラスの繁殖期

　
カ
ラ
ス
は

3月
～

7月
こ

ろ
に
繁
殖
期
を
迎
え
、
公
園

の
樹
木
や
住
宅
周
辺
の
街
路

樹
、
庭
木
な
ど
に
巣
を
作
り

ま
す
。
親
鳥
は
巣
や
ヒ
ナ
を

守
る
た
め
、
繁
殖
期
に
な
る

と
、
人
を
威
嚇
し
た
り

攻
撃

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
特

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。


カ
ラ
ス
に
攻
撃

　
さ
れ
な
い
た
め
に

▼
巣
か
ら

落
ち
た
ヒ
ナ
に

は
、
近
付
か
な
い

よ
う
に
し

ま
し

ょ
う
。
親
鳥
に

攻
撃
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
カ
ラ
ス
は
後
ろ
か
ら
、
後

頭
部
を

狙
っ
て

攻
撃
し
ま

す
。
日

傘
を

差
し
た
り
、
つ
ば

の
広
い

帽
子
を
か
ぶ
っ
て

頭

を
守
り
ま
し
ょ
う
。


カ
ラ
ス
の
巣
の
撤
去

　
カ
ラ
ス
に
威
嚇
・
攻

撃
さ

れ
た
と
き
は
、
近
く
に
巣
が

あ
り
ま
す
。
卵
や
ヒ
ナ
が

落

ち
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
巣
の

位
置
を
確
認
し
た

ら
、
施
設
や
樹
木
等
の
管
理

者
に

撤
去
を
依
頼
し
ま
し

ょ

う
。
個
人
の
住
宅
な
ど
巣
の

撤
去
が

困
難
な
場
合
、
カ
ラ

ス
の
被

害
を
受
け
て
い
て
、

樹
木
の
所

有
者
等
か
ら
依
頼

ま
た
は
同

意
が
あ
る
と
き

は
、
区
が
撤
去
し
ま
す
。

※
巣
の

位
置
等
に

よ
っ
て
は

撤
去
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

【
問
合
せ
】
環
境
対
策
課
公
害

対
策
係
（
本
庁
舎

7階
）
（

5

2
7
3）

3
7
6
4・


（

5

2
7
3）

4
0
7
0へ

。

4月からの
教室の申し込みを
受け付けています

新宿スポーツ
センター

4.3％
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新宿区役所本庁舎・第１分庁舎・第２分庁舎の代表電話は  03（3209）1111、新宿区ホームページは  http://www.city.shinjuku.lg.jp/ です。

区のサービス・手続き・施設のご案内は ★しんじゅくコール★

03（3209）9999 　　　 03（3209）9900午前8時～午後10時

ゆりかご・しんじゅくゆりかご・しんじゅく

保健センターの教室・相談
母子関係の事業は母子健康
　手帳をお持ちください。

44444444444 月月月月月月月月月月月 ののののののののののの 保保保保保保保保保保保 健健健健健健健健健健健 だだだだだだだだだだだ よよよよよよよよよよよ りりりりりりりりりりり土土曜曜日日夜夜間間やや日日曜曜日日・・祝祝日日にに急急病病ににななっったたらら

★★★★★★★ 保健だより各事業の問い合わせ先 ★★★★★★★

牛込保健センター （3260）6231 （3260）6223 〒162-0851 弁天町50

四谷保健センター （3351）5161 （3351）5166 〒160-0008 三栄町25

東新宿保健センター （3200）1026 （3200）1027 〒160-0022 新宿7-26-4

落合保健センター （3952）7161 （3952）9943 〒161-0033 下落合4-6-7

女性の健康支援センター（3351）5161 （3351）5166
〒160-0008 三栄町25
　(四谷保健センター内)

新宿区医師会区民健康センター

新宿7―26―4 （3208）2223

【診療時間（内科・小児科）】

土曜日…午後5時～10時

日曜日、祝日…午前9時～午後10時
※午後5時以降は内科のみ。事前に電話で

症状を伝えてから受診してください。

東京都医療機関案内サービスひまわり

（5272）0303（土・日曜日、祝日等も受

け付け。24時間自動応答）

聴覚障害者向けファクシミリ

(5285)8080

ホームページ
http://www.himawari.metro.tokyo.jp

4月から両親学級の申し込み方法が変わります
　保健だよりでお知らせしていた両親学級の申し込み方法等が変わります。

詳しくは、「広報しんじゅく」4月5日号でご案内します。

【問合せ】牛込保健センターへ。

ペ
ッ
ト
防
災
連
続
講
座

　
ペ
ッ
ト
の
防
災
を
テ
ー
マ
に
し
た

3回
連
続
講
座
の
最
終
回
で
す
。

【
日
時
】

3月

13日

午
後

2時
～

4

時

【
対
象
】
区
内
在
住
で
ペ
ッ
ト
を
飼
っ

て
い
る
方
ほ
か
、

50名

【
内
容
】
講
演
「
避
難
所
内
の
ペ
ッ
ト

管
理
の
負
担
軽
減
」（
講
師
は
平
井

潤
子
・

N
P
O法

人

A
N
I
C
E代

表
）

【
会
場
・
申
込
み
】
当
日
直
接
、
牛
込


笥
地
域
セ
ン
タ
ー
（

笥
町

15）
へ
。

先
着
順
。

【
問
合
せ
】
衛

生
課

管
理

係
（
第

2分

庁
舎

3階
）

（

5
2
7
3）

3
1
4

8へ
。

犬
の
し
つ
け
方
教
室

【
日
時
】

3月

19日

午
前

9時

30分

～

11時

30分

【
対
象
】
区
内
在
住
で
犬
を
飼
っ
て
い

る
方
ほ
か
、

30名

※
犬
を
連
れ
て
の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
。

【
内
容
】
犬
の
し
つ
け
方
に
つ
い
て
の

講
演
（
講
師
は
牧
口
香
絵
・
獣
医
師
）

【
会
場
・
申
込
み
】
当
日
直
接
、
柏
木
地

域
セ
ン
タ
ー
（
北
新
宿

2―

3―

7）

へ
。
先
着
順
。

【
問
合
せ
】
衛

生
課

管
理

係
（
第

2分

庁
舎

3階
）

（

5
2
7
3）

3
1
4

8へ
。2月の新宿区の人口　１日現在

（増減は前月比）

住民基本台帳人口 334,613人　（420人増）

世帯数 210,172世帯（300世帯増）

日本人 外国人

人口計
295,671人
（63人増）

38,942人
（357人増）

男
147,878人
（79人増）

20,196人
（232人増）

女
147,793人
（16人減）

18,746人
（125人増）

4月から

妊婦健診の
検査項目を追加します
　4月から、公費で助成する妊婦健診の

検査項目にHIV抗体検査と子宮頸がん

検診を追加します。

　HIV抗体検査

　1回目の妊婦健診で実施します。4月

以降に1回目の妊婦健診を受診する方

は、現在お持ちの受診票でも助成の対象

になります。

　子宮頸がん検診

　原則として、1回目の妊婦健診で実施

します。受診には、「妊婦子宮頸がん検診

受診票」が必要です。3月1日～31日

に妊娠届出をした方には、4月上旬に「妊

婦子宮頸がん検診受診票」を発送します。

【問合せ】健康推進課健康事業係（第2分庁

舎分館1階）（5273）3047へ。

　ゆりかご・しんじゅくは、妊婦の方を対

象に保健師などの専門職の職員が面談

し、その後も安心して子育てができるよ

う応援する事業です。面談を受けた方に

は、「ゆりかご応援ギフト券（1万円相当）」

をお送りしています。

すでに出産した方で、27年4月1日～

　27年10月19日に妊娠届出をした方へ

　ギフトの申請は妊婦の方が対象です

が、すでに出産した方でも27年4月1日

～27年10月19日に妊娠届出をした方

は、3月31日まで面談・ギフトの申請

ができます。まだ面談・ギフトの申請を

していない方はご連絡ください。

【問合せ】牛込・四谷・東新宿・落合の各

保健センター、健康推進課健康事業係

（第2分庁舎分館1階）（5273）3047へ。

区民のひろば
費用・申込み・
問合せ

　掲載行事は区の主催で

はありません。日時・会場

は予定です。

【問合せ】区政情報課広報

係（本庁舎3階）（5273）

4064・（5272）5500へ。

★催し・講座★

セミナー「いつまでも

私らしく生きる～めざせ

元気な百寿者」　3月13日

午前10時～11時45分、

戸山生涯学習館で。個別

相談もあり。無料。電

話で3月10日まで。先着

40名。成年後見支援セ

ンターヒルフェ新宿地区・

佐々木（3363）8052

歌謡入り詩吟体験講習

会　4月4日・11日・18

日午前10時～12時、高田

馬場地域交流館で。歌謡・

童謡・唱歌を詩吟で詠む。

区内在住の60歳以上対象。

無料。各開催日の前

日までに電話で。各日先着

10名。高田馬場奉吟会・

中村090（8080）3232

さくらまつり　3月26

日～4月3日、正午か

ら・午後2時から・4時から・

7時から・8時から、各1時

間。東京菊の会スタジオ（西

落合2）で。さまざまな日

本の踊りを紹介。1,000

円（自由席）。区民5組10名

は無料。電話で3月22日

まで。各回先着90名。

日本のおどり文化協会・

永島（5983）6360

新宿の漱石弥生講演会

「夏目漱石没後100年目

の奇跡」　3月25日午後

1時～4時（午後0時30分開

場）、四谷区民ホールで。講

演（小森陽一・東京大学大学

院教授）と落語（桂右團治・

落語家）。2,000円。電

話で3月24日まで。先着

452名。NPO法人漱石

山房080（5427）7993

★サークル紹介・会員募集★

囲碁　毎週火・水・金曜

日午後1時～2時30分、新宿

囲碁センター（西新宿1）

で。20歳以上の初心者対

象。1回1,500円。新宿

囲碁センター・菊地090

（7183）6219

旅行英会話　月3回金

曜日午前11時～12時、戸

塚地域センターで。50歳

代・60歳代の初心者対象。

入会金 1, 000円・月

4,200円。ストロベリー・

岡部080（5378）4173

健康麻雀　毎週月～金曜

日午前10時～午後4時、高田

馬場1丁目で。初心者・中高

年・女性歓迎。月1回大会あ

り。1日1,500円。桃の

会・福原080（6704）2980

妊娠期から子育てを応援します

◆予約制のものは３月７日から受け付けます◆

事業名 担当 日 時間 内容

はじめて・にこ
にこ歯科相談

牛込 7★・14◎

9:00～10:00

予約制。むし歯予防等の相談・歯磨き
の仕方
◎印…はじめて歯科相談(1歳児）
★印…にこにこ歯科相談（2歳児）

四谷 8◎・15★

東新宿 11◎・18★

落合 12◎・19★

もぐもぐごっくん
歯科相談

四谷 8
9:00～10:30

予約制。乳幼児対象。専門の歯科医に
よる食べ方についての相談落合 12

母親学級
東新宿 16・23 9:30～12:00 予約制。もく浴・安産のための実習、歯

の健康と食事の話。定員30名落合 5・12・19 13:30～16:00

育児相談

牛込 8 10:00～10:30 個別相談（おおむね1歳までの乳幼児）

四谷 7 9:30～11:30 さくらんぼくらぶ（子育て情報交換）

東新宿
14 10:30～11:15【会場】西新宿児童館 個別相談とグ

ループワーク28 10:30～11:30【会場】北新宿第一児童館

育児・おっぱい
相談

東新宿 22 9:30～11:00 保健師・助産師・栄養士の個別相談
おっぱい相談は予約制落合 6 13:00～14:30

双子の会 落合 19 13:30～15:00
子育て情報交換
（初めての方はお問い合わせください）

はじめまして
赤ちゃん
応援教室

牛込 12

13:30～15:30
予約制。妊娠している方と4か月くら
いまでのお子さんのお母さんの育児
体験教室

東新宿 21

落合 20

四谷 7 13:30～15:30
予約制。妊娠している方と28年1月生
まれのお子さんのお母さん（個別通知
制）の育児体験教室

離乳食講習会

牛込 19

13:30～15:30
予約制。5～6か月児対象
離乳食の話と調理実演・試食、事故防
止の話

四谷 28

東新宿 11

落合 15

1歳児
食事講習会

四谷 15
11:00～13:00

予約制。1歳～1歳6か月児対象。離乳
完了時期の食事・おやつの話と調理実
演・試食、口の発育の話。託児あり落合 26

骨粗しょう症
予防検診

牛込�26

9:00～10:30

予約制。20歳以上対象（1年度に1回。
医療機関で骨粗しょう症と診断され
たことのある方を除く）。各日定員50
名。骨密度測定（かかとの測定・超音波
法）、医師の結果説明、健康・栄養相談。
300円

四谷 22

東新宿 13

落合 7

女性の健康
専門相談

女性の
健康支援
センター

（四谷）

8
※産婦人科系
　全般
20
※更年期専門

14:00～16:00

予約制。女性の産婦人科医などの個別
相談。思春期から更年期の女性のから
だや婦人科系の症状などについて相
談できます。

精神保健相談

牛込 5・19
14:00～16:15 予約制。精神科医の思春期から高齢期

（認知症を含む）までの「こころ」の相
談

四谷 22

東新宿 13 13:15～15:30

落合 8・25 14:15～16:30

うつ専門相談 四谷 14 14:00～16:15 予約制。精神科医の個別相談

パーキンソン
体操教室

東新宿 4 13:30～15:30
パーキンソン病の方と家族が対象。
運動療法と患者・家族の交流

訪問指導

牛込 18

13:30～15:30

予約制。理学療法士・作業療法士が自
宅を訪問し、実技指導のほか、リハビ
リ等をアドバイスします。
※管理栄養士・歯科衛生士の訪問指導
（栄養・歯科のアドバイス・実技指導）は
随時実施。予約制

四谷 18

東新宿 13・25

落合 14

健康相談
（生活習慣病や
歯周病予防に
関する相談）

牛込 26

9:00～10:30

予約制。16歳以上対象。
保健師・栄養士・歯科衛生士等の個別
相談。成人健康診査の結果の見方、食
事や健康面、歯周病の予防などについ
て相談できます。
※最近、健康診査を受けた方は、健診
結果をお持ちください。

四谷 22

東新宿 13

落合 7

健康アップ達人

セミナー
東新宿 20 14:00～16:00

予約制。16歳以上対象。
成人健康診査の結果の見方、生活習慣
改善のための講義・講習。
※最近、健康診査を受けた方は、健診
結果をお持ちください。



新宿区は、環境への負荷を少なくし、未来の環境を創造するまちづくりを推進しています。

平成28年（2016年）3月5日発行　第 2168号（8）

区長のメッセージ、写真日誌（活動記録）、出席するイベントなどを

新宿区ホームページ「区長の部屋」でご紹介しています

古紙配合率70％白色度70％
再生紙を使用しています。

次の世代が夢と希望を

持って生活できる

新しい新宿のまちを目指して

※「
広
報
し
ん
じ
ゅ
く
」

2月

5

日
号
で
募
集
し
ま
し
た
が
、
定

員（
千

700名
）に
達
し
て
い
な
い

た
め
、
再
度
募
集
し
ま
す
。

3月は自殺対策強化月間

つらい気持ち、話してみませんか

相談先が

分からないときは

　「困りごと・悩みごと

相談窓口一覧」（27年

度版・下図）を健康推進

課・保健センター・特別

出張所等で配布して

います。新宿区ホーム

ページでもご案内し

ています。

　新宿区の自殺者は、この数年、年間80人前

後で推移しています。また、自殺死亡率（人口

10万人当たりの自殺者数）は、全国的に高い

50歳～60歳代に加えて、20歳～30歳代の若

者で高い傾向があります。

　区では、人間関係や就労等で悩みを抱える

若者を支援する団体と連携し、若年層への自

殺対策を重点的に実施しています。今回は、

区と連携して対策に取り組む支援団体を紹

介します。お気軽にご相談ください。

【問合せ】健康推進課健康企画係（第2分庁舎

分館1階）（5273）3494・（5273）3930へ。

支援団体の相談窓口

東京司法書士会～いのちを守る何でも相談会

（3353）9191　

http://www.tokyokai.jp/news/2016/news1602191000.html

　3月の月曜日、司法書士が、精神保健福祉士または臨床心理士と

ともに無料で相談に応じます。当日直接、会場へおいでください。

【相談日時】3月7日・14日・28日午後6時～9時（受け付けは

午後8時まで）

【会場】新宿西口永和ビル・メディアボックス地下2階（西新宿

1―9―18）

NPO法人国際ビフレンダーズ東京自殺防止センター

（5286）9090　 http://www.befrienders-jpn.org/

　悩みを聞くことで辛い気持ちを分かち合い、寄り添うことを目

的に活動しています。電話での相談を匿名で受け付けています。

【電話相談】午後8時～翌朝6時（火曜日は午後5時から。年中無休）

※相談員として活動するボランティアも随時募集しています。

■3月5日午前0時～7日午前6時に特別相談を実施します

【電話相談】0120（58）9090（フリーダイヤル、連続54時間対応）

スマートフォン・タブレット

端末用二次元コード▲

　
区
民
の
方
の
戦
争
体
験
談
、若
者
や
外
国
籍
の
方
に
よ

る
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
多
彩

な
出
演
者
が
「
平
和
の
大
切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
、
歌
や
語
り

で
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

【
日
時
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3月

27日

午
後

3時
～

5時

【
会
場
】
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー（
新
宿

6―

14―

1）

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
出
演
】
倍
賞
千
恵
子
（
女
優
）
、
小
六
禮
次
郎
（
作
曲
家
）
、

ジ
ェ
ロ
（
演
歌
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手
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、

I

N

S
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i

イ
ン

ス
ピ
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ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー

プ
）
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稲
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年
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女
合
唱
団
ほ
か

【
申
込
み
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往
復
は
が
き
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

3面
記
載
例

の
ほ
か
希
望
人
数
、
託
児
希
望
の
方
は
子
ど
も
の
氏
名
・

年
齢
を
記
入
し
、

3月

18日
（
必
着
）
ま
で
に
総
務
課
総

務
係
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。応
募
者
多
数
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合
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昭
和

20年（

1

9

4

5年
）

3

月

10日
の
東
京
大
空
襲
で
は
、

一
夜
に
し
て
約

10万
人
と
も
い

わ
れ
る
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。東
京
大
空
襲
を
は
じ
め
戦
災

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
追
悼
す

る
と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平

和
を
願
い
、

1分
間
の
黙
と
う

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】

3月

10日

午
後

1時

【
問
合
せ
】
総
務
課
総
務
係
（
本

庁
舎

3階
）

（

5

2

7

3）

3

5

0

5・

（
３
２
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９
）
９
９

４
７
へ
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家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
対
策
は
、
自
分
や

家
族
の
身
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
出
火
防
止
や
迅

速
な
救
出
・
救
護
活
動
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

対
策
は
、家
具
を
Ｌ
字
金
具
等
で
壁
に
固
定
し

た
り
、
突
っ
張
り
棒
で
天
井
に
固
定
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
宅
に
合
っ

た
方
法
で
し
っ
か
り
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

東日本大震災から5年　

首都直下地震への備えを

　
平
成

23年

3月

11日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
ま
も
な
く

5年
が
経
過
し
ま
す
。
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

一
方
、
首
都
直
下
地
震
は
、
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
命
や
財
産

を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
も
、
家
庭
で
で
き
る
備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
、
建
物

の
耐
震
化
支
援
事
業
の
ほ
か
、家
具
類
の
転
倒
防
止
対
策
や
日
常
備
蓄
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。



3日
～

1週
間
分
備
え
ま
し
ょ
う

　
大
地
震
が
発
生
し
て
も
、

自
宅
で
生
活
で
き
る
場
合

は
避
難
所
へ
避
難
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
物
資

供
給
が
止
ま
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
、
日
ご
ろ
か
ら
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
必
要

な
物
を

3日
～

1週
間
分
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
利
用
し
て
い
る
食
料
品
や
生
活
必
需
品
を

多
め
に
買
っ
て
お
き
、
日
常
の
中
で
消
費
し
な
が
ら

買
い
足
す
「
日
常
備
蓄
」
が
有
効
で
す
。
ま
た
、
水
洗

ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
非
常

時
用
の
簡
易
ト
イ
レ
も
準
備
す
る
と
安
心
で
す
。


防
災
用
品
・
消
火
器
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

　
区
で
は
、
防
災
用
品
や
消
火
器
を
あ
っ
せ
ん
し

て
い
ま
す
。
品
目
や
価
格
な
ど
は
、
危
機
管
理
課
・

防
災
セ
ン
タ
ー
（
市
谷
仲
之
町

2―

42）・
特
別
出
張

所
で
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
防
災
用
品
あ

っ
せ
ん
の
ご
案
内
」「
消
火
器
あ
っ
せ
ん
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
新
宿
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
危
機
管
理
課
事
業
推
進
係
（
本
庁
舎

4

階
）

（

5

2

7

3）

3

8

7

4・

（

3

2

0

9）

4

0

6

9へ
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
り
耐
震

基
準
が
強
化
さ
れ
た
、
昭
和

56年

6月
以
降
に
着
工
し
た
建
物
の

被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
昭
和

56年

5月

31日
以
前
に
着
工
し
た
建
物
を
対
象

に
、耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
へ
の
補
助
な
ど
建
物
の
耐
震
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
地
域
整
備
課
・
特
別
出
張
所
等
で
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
地
震
に
強
い
あ
な
た
の

住
ま
い
」
や
新
宿
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
地
域
整
備
課（
本
庁
舎

7階
）
（

5

2

7

3）

3

8

2

9・
（

3

2

0

9）

9

2

2

7へ
。

建
物
の
耐
震
化
を
支
援
し
て
い
ま
す

家
具
類
の
転
倒
防
止
等
の

対
策
を

生
活
の
中
で
消
費
し
な
が
ら
備
蓄
す
る

「
日
常
備
蓄
」の
活
用
を


昭
和

56年

5月

31日
以
前
に
着
工
し
た
建
物
の

　
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
へ
の
補
助


家
具
転
倒
防
止
器
具
の

　
訪
問
相
談
・
調
査
と
取
り
付
け

　
区
で
は
、区
内
の
家
庭
を
対
象
に
、専
門
業
者
を

派
遣
し
、設
置
場
所
に
適
し
た
器
具
や
取
り
付
け

方
法
を
相
談
・
調
査
し
た
上
で
無
料
で
取
り
付
け

て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係（
本
庁
舎

4

階
）

（

5

2

7

3）

4

5

9

2・

（

3

2

0

9）
4

0

6

9へ
。

新
宿
区
平
和
都
市
宣
言

30周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

3月

27日

平
和
の
つ
ど
い

3月

10日
は

東
京
都
平
和
の
日

黙
と
う
に

ご
協
力
を

　
新
宿
区
名
誉
区
民
の

三
川
泉
さ
ん
（
能
シ
テ
方
）

が
、

2月

13日
逝
去
さ
れ

ま
し
た（
享
年

94歳
）
。

　
三
川
さ
ん
は
、
昭
和

4

年
に
宝
生
流
宗
家
の
十
七

世
宝
生
九
郎
重
英
に
入
門

し
、
同
年
初
舞
台
を
踏
み

ま
し
た
。
能
シ
テ
方
の
技

法
の
高
度
な
体
現
が
高
く

評
価
さ
れ
、
平
成

15年
に

は
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
（
人
間
国
宝
）
の
認
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
平
成

16年

1

月
、
三
川
さ
ん
の
功
績
を

た
た
え
、
名
誉
区
民
の
称

号
を
贈
り
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

名誉区民の
三川泉さんが逝去

倍賞千恵子

ジェロ

小六禮次郎

▲早稲田少年少女合唱団

パンフレット「地震に

強いあなたの住まい」

世世代代をを超超ええてて、、国国籍籍をを超超ええてて、、

歌歌いいつつぐぐ、、語語りりつつぐぐ

平平和和へへのの願願いい
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